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Ⅴ アウトカム項目

事業所はＪＲ南武線久地駅から５分ほどの便利な場所にあります。４階建てマン
ションの１、２階がグループホームです。南向きの建物で日当たりが良く、施錠さ
れていない玄関前で利用者が花の手入れをしています。ベンチは交流の場となって
います。
＜優れている点＞
事業所の生活は普通の家庭の生活のようです。利用者と職員は、その日に食べたい
ものを相談し、共に近くのスーパーマーケットや商店に買い物に行っています。調
理や配膳、下膳、食器洗いは利用者それぞれが出来る範囲で手伝っています。職員
の見守りの中で洗濯ものたたみやクイックルワイパーでの掃除など、利用者は持っ
ている力を発揮することができています。前向きな気持ちになり張合いや自信につ
ながっています。地域住民の一員として町内会に加入し、地域の美化運動や敬老会
に参加しています。公園で行われる芋煮会にも参加しています。町内会の祭りには
神輿が事業所の前を休憩所として立ち寄っています。毎日の食材の買い物時に挨拶
を交わし、店員とも馴染みの関係になっています。近くの保育園児が散歩の途中に
寄り、ハロウィンには大勢の園児が訪ねてきて、楽しい時間を過ごしています。看
護学生の職業実習を受け入れて人材育成に貢献しています。
＜工夫している点＞
毎月、家族に郵送で利用者の日常生活の様子や健康状態を知らせています。家族の
要望、意見を聞く欄も設けています。

利用者、ご家族の声を聴き、利用者が何を望んでいるのか職員全体で引き出し実現す
る。叶えられない望みもあるが最大限努力し工夫をする。また、利用者の有する能力
を発揮できる環境作りを心がけている。その他、風通しのよい環境であることを常に
心がけ職員同士が相談しやすい関係を築けるよう努めている。ＯＪＴシートを活用、
個別目標計画を作成し定期的に見直しを図り役職者と面談の場を持ち悩みや要望を共
有し働きやすい環境を目指していく。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

○ 3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが ○ 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが ○ 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 　　 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが ○ 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 グループホームたま

 ユニット名 空

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつ
くり、管理者と職員は、その理念を共有して実践につ
なげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の
理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしてい
る。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価へ
の取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そ
こでの意見をサービス向上に活かしている。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実
情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、協
力関係を築くように取り組んでいる。

事業所の実情や取り組みについて地域
包括センターに報告相談できている。

地域包括支援センターと連携が取れて
います。区の社会保険事務所と連携
し、利用者の相談をして、助言を得て
います。市主催の研修に参加していま
す。グループホーム連絡会に加入し、
情報を得ています。

地域の方々と交流がある時は積極的に
コミュニケーションをとるよう努めて
いる。

　

日常生活の様子と報告しご家族の意見
ご要望などを伺い、日々のケアに活か
しサービス向上につとめている。地域
包括センター町内会、民生委員の方に
も参加を働きかけている。

運営推進会議は地域包括支援センター
職員、利用者家族、利用者の参加を得
て２ヶ月に１回開催しています。事業
所の運営状況や活動報告を行い、意見
交換をしています。家族から利用者を
将棋教室に参加させたいという希望が
出ています。

町内会への参加。地域の美化運動や敬
老会にも積極的に参加している。近隣
の保育園との交流を行い、毎年ハロ
ウィンには大勢に園児が遊びに来てい
る。
買い物や散歩など近隣への外出時は挨
拶等、地域の方とのコミュニケーショ
ンをとるよう心がけている。

町内会に加入し、美化運動、敬老会、
芋煮会に参加しています。町内会の祭
りには神輿が休憩時に事業所前に立ち
寄っています。近隣の保育園児が散歩
の途中で立ち寄ったり、ハロウィンに
大勢の園児が来てくれています。看護
学生の職業実習を受け入れています。

　

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

グループホームの意義について考える
時間をミーティングなどで設けてい
る。事業所理念を玄関などに掲げ意識
できるようにしている。

職員は入職時に運営理念について研修
を受けています。今年度も理念は「一
日一日を笑って過ごす」を継続し、玄
関に掲示して日々確認しています。職
員の笑顔で利用者も笑顔になり、穏や
かに過ごすことが出来るよう、笑顔を
意識しています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めてい
る。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制
度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と
話し合い、それらを活用できるよう支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる。

契約時に十分な説明を行い、不安や疑
問が残らないような説明を心がけてい
る。また疑問や不安な点が出た時点で
話し合いを行い、納得いただけるよう
に努めている。

利用者やご家族からの要望などは、迅
速に対応をするよう心掛けている。
運営推進会議での報告は勿論、来所
時、電話でなどでご意見、ご要望をい
ただく機会を設けている。
玄関に社内及び外部の相談窓口の連絡
先を掲示している。

家族との信頼関係を重視しており、電
話連絡の時や家族の来訪時には職員か
ら話しかけ、家族の意見や要望を聞い
ています。把握した内容は職員間で共
有しています。利用者の意向は日常の
会話や行動から汲み取り、ケアプラン
に反映しています。

虐待の事例を元に勉強会を実施し虐待
防止に対する意識を高めている。ま
た、不適切なケアになっていないか話
し合い確認する場を設けている。

日常生活自立支援事業や成年後見制度
について、勉強会への参加等、全職員
が理解できるよう学ぶ機会を持ち、活
用できるようにしていく。

すべての職員は身体拘束をしないよう
努めている。玄関は日常的に開錠して
おり自由に外に出られる環境になって
いる。職員間で理解にバラつきがでな
いよう勉強会を開催するよう努めてい
る。

「身体拘束に関する指針」があり、身
体拘束をしないケアに取り組んでいま
す。どういうことが身体拘束に当たる
か、身体拘束の弊害など定期的に研修
を行い、身体拘束排除の意識を高めて
います。玄関の施錠はしていません。

株式会社フィールズ
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている。

入居前の事前情報を参考に、ご本人の
思い、要望に耳を傾け、安心できるよ
う心がけた関係作りに努めている。
ご家族にもお話を伺い、さらに安心で
きるよう個々に合った関わりを行って
いる。

外部研修の参加。OJT・OFFJTを行いト
レーニングを重ねながら、職員間で実
践に活かすケアを行うよう取り組んで
いる。

代表者は全国組織の同業者の災害支援
ネットワーク等に加入しており交流す
る機会を持っている。放任主催の公開
講座を通じて同業者と交流を持つ機会
を設けている。

ミーティングや申し送り時等、日々職
員間でコミュニケーションを図り、お
互いの意見や提案を聞くよう心がけて
いる。

管理者は日頃から気楽に話し合える雰
囲気作りを心掛け、何でも言える環境
を作っています。職員の気づきや意見
を運営に反映しています。職員のロッ
カーの数が不足しているとの声に、壊
れていた鍵を修理し、ロッカー不足を
解消しています。

労働衛生委員会を立ち上げ職場環境の
整備に努めている。また、人材活性化
支援プログラムを導入し、毎月のアン
ケートによるストレス度チェックを
行っている。外部の専門家によるコー
ルセンターの利用もでき働きやすい環
境に努めている。

株式会社フィールズ
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている。

ご家族には毎月お手紙を送り、来所時
やお電話でも様子をお伝えしている。
ご本人の要望をご家族にお伝えし、ご
家族からも要望を伺い、共に支えてい
く関係を築いている。ご家族との情報
交換の機会を増やし支えていく関係を
さらに築いていく。

ご本人が大切にしてきた馴染みの人や
場所との関係が途切れないよう支援し
ている。
知人や親戚の方との外食や散歩等、一
緒に過ごす時間を大切にしていただく
ための支援を行っている。

馴染みの人や場所の情報を把握して話
題に取り上げ、昔話を楽しんでいま
す。入居前に行っていたレストランに
食事に出かけています。近隣の友人が
利用者を訪ねて来ることもあります。
毎日買い物に行く店員と新たな馴染み
の関係になっています。

面談時に要望を伺い、ご家族と連携を
とりながら、生活においてあらゆる面
にて支援することを見極め対応してい
る。

一人ひとりの生活状況を理解し、料
理・洗濯・掃除などできる範囲でやっ
ていただきながら、お手伝いさせてい
ただくという考えで共に暮らす者同士
の関係を築いている。職員は声かけや
場面づくりを工夫している。

重要事項説明書の内容を事前に丁寧に
説明し、ホーム利用に際しての疑問や
不安の解消に努めている。入居前・入
居後も連絡を取り、情報交換を行いな
がら関係づくりに努めている。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めてい
る。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている。

出来ること・出来ない事を職員間で確
認をしている。
ミーティングや日々の申し送りで情報
交換を行っている。細かく生活記録を
つけ、一日の過ごし方や心身状態を把
握するよう努めている。

ご本人の要望・意向を伺い、職員間で
共有している。
困難な場合はご家族から情報をいただ
きながら、少しでもご本人の希望に沿
うよう努めている。

利用者の思いや意向は日々の会話や行
動から把握しています。一対一で話せ
る入浴時や、ゆったりした散歩の時に
思いを聞くことが出来ています。意思
疎通の難かしい利用者は家族から情報
を聞いたり、職員全員で、利用者の表
情や仕草から、意向を推測し、本人本
位に検討していいます。

ご本人やご家族より生活歴や生活環境
を伺い、把握するように努めている。
ご本人が生活しやすい環境づくりを工
夫していく。

利用者同士がなじみの関係を築けるよ
う配慮し、孤立しないような支援を心
がけている。職員が間に入り、コミュ
ニケーションが円滑になるように努め
ている。

行事のお知らせやホームの近況をお知
らせしている。
必要に応じて相談や支援を行うよう努
めている。

株式会社フィールズ



グループホームたま.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している。

近隣の保育園との交流、町内会への参
加、消防署との防災訓練など、地域と
の交流を持ちながら豊かな暮らしがで
きるよう支援している。

受診についてはご本人、ご家族の希望
を伺い対応するように努めている。
また、協力医による月2回の往診、電話
での相談、指示、助言をいただいてい
る。近隣の医療機関とも関係を構築し
ている。

事業所の協力医のほか、馴染みのかか
りつけ医の往診も自由です。通院は基
本は家族対応ですが、事業所近隣の医
院などには職員が付き添っています。
歯科医の診療も月４回あり、口腔ケア
に配慮しています。

日々の様子や気づきや変化は全て記録
し、職員間で情報を共有している。他
の職員のケアの方法を参考にしなが
ら、自分のケアを振り返り次のケアに
活用している。
介護計画の見直しにも活かしている。

日々変化する状況や要望などに臨機応
変に支援できるよう努めている。
地域との交流に努めていく。

ご本人、ご家族から要望を伺い、居室
担当者、計画作成担当者がアセスメン
トを行い、ケアカンファレンス会議を
行い、介護計画を作成している。モニ
タリングを行い介護計画の見直しを
行っている。

本人、家族から意向を聞いてアセスメ
ントを行い、職員や医療関係者と会議
をしています。介護計画は３ヶ月を短
期、６ヶ月を長期とし、状態に変化が
あった時はモニタリングを行い、見直
しをしています。現状に即した介護計
画を作成しています。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている。

消防署と連携し年2回の消防訓練を行っ
ている。法人では災害支援ネットワー
クに参加している。地域との協力体制
は今後も課題の為、継続して強化に努
めていく。備蓄品に関してはウォー
ターサｰﾊﾞｰを設置し飲料水を確保して
いる。

年２回、消防署の協力を得て利用者と
共に避難訓練を行っています。運営推
進会議の出席者に参加を呼びかけ、地
域の協力体制に努めています。廊下に
ハザードマップを掲示し、備蓄品は
３ヶ月ごとに非常用備品一覧で確認
し、管理しています

避難訓練には出来るだけ多く
の利用者の参加と重度化され
た人の避難方法の検討も期待
されます。

早い段階より本人・家族と協力医を含
めて話し合いを行っている。ホームで
できることを説明し、ご本人、ご家族
の希望を伺い、出来る範囲で最適な対
応を行うよう心掛けている。

医師・看護師と話し合いの後、「看取
り支援確認書」を作成し、家族に対し
て事業所が対応し得るケアについて説
明を行っています。個別のマニュアル
を作成し、本人や家族の意向を踏まえ
納得した最期が迎えられるように取り
組んでいます。

マニュアルの作成、研修の実施、連絡
網の作成などで緊急時に備えている。
応急手当や初期対応の訓練は看護師か
ら指導を受け実施している。事故が発
生した場合は、振り返りを行い、繰り
返さない為の防止策等を職員全員で共
有している。

定期の訪問時に利用者の状況や様子、
変化を相談し受診の有無、対応を検討
している。スタッフは小さな変化にも
気づくよう努め、２４時間オンコール
体制で助言・指示などをいただいてい
る。

協力医、その他の医療機関とご家族を
含め、情報交換を密に行っている。
入院中は職員は病院を訪ね、病院関係
者と情報交換をするように努めてい
る。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている。

衣類はご本人が選ばれたもの着ていた
だいている。散髪は希望があれば近隣
の美容室に行かれたり、訪問美容を利
用している。ご本人、ご家族と相談し
ながらご本人らしく過ごせるよう支援
している。

日々の会話の中で好みの食べ物や味を
把握し、食事に活かせるように心がけ
ている。
また一緒に買い物に行き食材を選んだ
り、出前のメニューを選んだり、外食
に出かけたりすることで食事が楽しみ
になるように心がけている。

毎日のメニューは利用者と相談しなが
ら決めています。利用者は、買い物・
調理・盛り付けやテーブル拭きなどに
自発的に参加しています。出前を取っ
たり、クリスマスやおせち料理の行事
食など、食事の工夫を行っています。

ご本人の思いや希望を表せる環境作
り、状況によっては一緒に考えるなど
の働きかけを行っている。食事のリク
エスト、やりたいこと等、会話を通じ
て、自己決定ができるように努めてい
る。判断が難しくなった方でも、ご家
族から話やご本人の表情等から希望等
を組みとるように努めている。

一人ひとりの希望や思いを尊重し、
個々のペースで暮らせるよう支援して
いる。

一人ひとりの人格を尊重した声かけ、
関わりを行っている。プライバシーが
守られるよう、スタッフには周知徹底
している。

認知症の理解に努め、職員ペースにな
らないよう、本人の意向を確認しなが
らの支援に努めています。リビングで
の交流以外にも、自分だけの時間や空
間が持てるよう配慮しています。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている。

ゆっくり入浴していただけるよう個浴
を行っている。午後を入浴時間として
おり、希望や体調に応じて入浴してい
ただいている。入浴剤等を使用した
り、音楽をかけたりしながら、入浴時
間を楽しんでいただけるよう工夫して
いる。介助が必要な方には安全に入浴
していただけるように支援している。

入浴時間は午前１０時半からと午後１
時半からの２回を基本としています
が、利用者の希望や状況に応じて柔軟
に対応しています。入浴を嫌がる利用
者には、声かけの仕方を変えたり、時
間をずらすなどして支援しています。
冬場は脱衣所に暖房器具を置き温める
など、周辺の環境にも配慮していま
す。

おむつを使用しないケアを心がけ、ト
イレ誘導のタイミングをスタッフ間で
共有し、排泄介助の工夫をしている。
おむつを使用している方にはそれぞれ
に適した排泄用品を検討している。

排泄チェック表で時間を確認し、また
利用者の様子を察知してトイレへ誘導
を行い、トイレでの排泄を支援してい
ます。トイレ誘導の声かけは利用者の
そばで行い、トイレのドアは閉めるな
ど、自尊心を損なわないよう配慮して
います。

水分量のチェックを行い水分をしっか
り摂れるように努めている。また、消
化の良い食事、繊維質のものを多く
とっていただくよう工夫している
便秘が顕著な場合は医師に相談し指示
を得ている。

献立表を作成し、栄養バランス、献立
の重複がないよう配慮している。
また、嚥下の低下した利用者に関して
は個別にミキサー食、おかゆの提供、
トロミ付けをした飲料水を提供してい
る。水分摂取表を活用し、十分な水分
が確保できるように努めている。

義歯は夜間に洗浄剤で消毒、口腔ケア
が困難な利用者には、ケアスポンジで
の口腔ケアを行っている。希望される
入居者は週に一回に歯科往診を受診し
ている。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援してい
る。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している。

散歩や外食、買い物などに出かけてい
る。歩行が困難な利用者も車椅子を使
用して外出している。ご家族との外出
の機会もあり、出来る限り外出ができ
るよう協力しながら取り組んでいる。

毎日の職員の買い物に同行したり、事
業所前の川で魚にパンの耳をあげたり
釣りをするなど、一人ひとりの楽しみ
事に合わせて積極的に外出していま
す。車いす利用でも外気に触れ、気分
転換ができるよう努めています。

基本的には事務所管理。希望により出
入金し、出納帳を記入し月末にご家族
に確認していただいている。ご自分で
管理できる方はご家族の了承を得て管
理していただいている。

薬の用量、用法をファイリングして、
職員全員が周知し、変更時には申し送
りにて伝達している。服薬後はチェッ
ク用紙に記入し、空の袋も確認して飲
み忘れのないようにしている。

日々の生活の中で掃除や洗濯、買い
物、散歩などその時の利用者の状況に
応じて行っている。ご本人やご家族よ
り趣味や嗜好を伺い、気分転換できる
よう支援している。
利用者同士の交流も出来るよう工夫し
ている。

一人ひとりの状況」に応じて支援して
いる。夜間は眠れるよう、日中散歩を
したり日光浴を行っている、不眠が顕
著な場合は医師に相談し指示を得てい
る。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している。

トイレや居室の位置をわかりやすくす
る為に、表札を使用している。
トイレや階段の手すり、手すりが無い
所はスタッフが一緒に寄り添う等しな
がら、安全かつ自立した生活が送れる
ように支援している。

リビング内は利用者同士で過ごせるよ
うテーブルなどを配置し、エントラン
スにはソファ、玄関前にはベンチを置
き、思い思いに過ごせるよう工夫して
いく。

ご本人が愛用していた家具などを配置
し、居心地の良い居室になるよう工夫
している。清潔を心がけ、圧迫感や危
険な配置はないか日々確認している。

利用者は居室に馴染みの家具、仏壇、
家族の写真などを持ち込み、それぞれ
自由にレイアウトし、その人らしい空
間をつくっています。各部屋には洗面
所があり、洗顔やうがいなど自分の部
屋で行うことができます。

電話や手紙のやり取りは希望があれば
対応している。ご本人が安心して過ご
せるよう心掛けている。

照明、温度、音などは配慮している。
テレビの音には配慮している。聴力が
低下している人は職員が内容を説明し
たり、字幕表示などの工夫をしてい
る。
花壇では季節の野菜や花を育て、エン
トランスには季節の飾りを行ってい
る。

玄関、廊下、居間は広く明るい共用空
間となっています。廊下には一人用の
椅子や二人用のソファーを置き、利用
者が静かに過ごせる場所を設けていま
す。キッチンは対面式で、利用者の様
子を見ながら作業が出来るように配慮
されています。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

○ 3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

○ 3．利用者の1/3くらいが ○ 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 グループホームたま

 ユニット名 虹

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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グループホームたま.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつ
くり、管理者と職員は、その理念を共有して実践につ
なげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の
理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしてい
る。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価へ
の取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そ
こでの意見をサービス向上に活かしている。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実
情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、協
力関係を築くように取り組んでいる。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

グループホームの意義について考える
時間をミーティングなどで設けてい
る。事業所理念を玄関に掲げ意識する
ようにしている。

町内会への加入、地域の美化運動や敬
老会にも積極的に参加している。近隣
の保育園と交流を行い、ハロウィンや
クリスマスには園児が遊びにきてい
る。散歩や買い物の際に地域の方と挨
拶を交わすなど、日常的に行ってい
る。近隣の方が散歩の途中に立ち寄ら
れたりする機会も増えている。

実習生の受け入れ、商店への買い物、
外部医療機関への受診など入居者の外
出等を通し、その存在を地域へアピー
ルし、事業所としての力を活かせるよ
う努力している。

利用者、ご家族に加え地域包括の担当
者、消防署員などその時々の勘案事項
に合わせて、事業者外の方を招き、意
見を求められる環境を構築している。
また、スタッフへの報告を実施し、
サービスに活かせるようにしている。

運営推進会議では、地域包括の職員
と、生活保護制度利用の入居者の件
で、保護課の担当者、福祉事務所と連
絡をとり情報交換を行っている。ま
た、権利擁護についても相談を行って
いる。
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グループホームたま.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めてい
る。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制
度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と
話し合い、それらを活用できるよう支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる。

入居者の状態変化に伴い、玄関の施錠
を日常的に開錠することができてい
る。また、新しく入居されるご家族等
へは、リスクに関する話し合いを行い
事業所の方針を示している。

虐待の事例をもとに、勉強会を実施し
虐待防止に対する意識を高めている。
会議では、不適切なケアになっていな
いか話し合い確認し、防止に努めてい
る。

職員全員の理解は十分ではない。自立
支援に関しては日常より意識した介護
方針である。成年後見制度に関して
は、利用している入居者がいるため、
制度を理解するよう努めている。

管理者と入居相談員が行っている。入
居してから生じるであろう種々の問題
も、事前に考慮したうえでの契約を
行っている。ご利用開始後のご質問等
は適宜、相談に応じている。

毎月の手紙でのご報告、面会時、運営
推進会議、電話等にて利用者の状態状
況を逐一報告し、その内容に対する家
族の意向、要望を伺っている。また、
要望等は会議で報告され、可能な限り
希望に沿えるよう話し合っている。

株式会社フィールズ



グループホームたま.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている。

管理者は現場職員からの意見や提案、
ミーテイング時や日々に申し送り時に
聞く機会を設けている。
また現場職員からあがった意見や提案
は管理者会議で報告している。

労働衛生委員会を立ち上げ、職場環境
の整備に努めている。
また、人材活性化支援プログラムを導
入し、毎月のアンケートによるストレ
ス度チェックを行っている。外部の専
門家によるコールセンターの利用もで
き、働きやすい環境づくりに努めてい
る。

外部の研修の受講や公開講座を受講で
きる機会を設けている。
ＯＪＴ、ＯＦＦＪＴを充実させ働きな
がらトレーニングできる環境を整えて
いくよう努めている。

代表者は、全国組織の同業者のネット
ワーク等に加入しており、交流する機
会を持っている。
法人主催の公開講座を通じて、同業者
と交流する機会を設けている。

入居前の面談や見学時において、話を
聞く機会をつくっている。その際、本
人の要望や困っている事など直接伺う
ようにしている。　入居後は、日常を
利用者と過ごすことで悩みや不満を離
していただける関係性作りを行ってい
る。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている。

入居前の相談、見学において、これま
での経緯、ホームへの要望等を伺うよ
う努めている。利用者視点だけでな
く、家族が抱いている悩み等を伺い、
実際に対処することによって、信頼関
係を築いている。

本契約前に事前に面談、それに伴う談
話をとおしてのアセスメントを行うこ
とにより初期対応の質の向上に努めて
いる。また、相談内容に応じて、事業
所で対応可能な支援を提供している。
必要に応じて、他サービスの利用もご
提案させていただいている。

職員側のペースで物事を進めず、入居
者個々に合わせるようにしている。調
理、清掃、行事の準備等を一緒に行
い、協力関係を築いている。冗談等を
言い合える関係、その中にも礼を忘れ
ず介護を押し付けないよう日々関わっ
ている。

常に情報交換を行い本人であればどう
考えて行動するか、一緒に考えてい
る。共に協力しあえるよう、電話や手
紙、面会時においてコミュニケーショ
ンをとっている。

なじみの場所へ、こちらから出掛けて
行くことが困難な場合が多く、場に関
しては、支援出来ていない。地域に暮
らす知人や友人が気軽に訪ねて下さる
利用者がいる。毎日の買い物などによ
り、新たな関係も築かれつつあると考
えている。

株式会社フィールズ



グループホームたま.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めてい
る。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている。

利用者同士の関係について理解してい
る。日々の日常を通して関われる利用
者とそうでない利用者に二分されてい
るが、個々に話を聴き、仲裁など行
い、双方が悪者にならないよう配慮し
ている。また、利用者間で助け合い、
協力し合う場面もある。

終末期を経てのケースが多い為、その
後の関係性継続は物理的に不可能であ
る。　次に暮らす場が、決まった場合
は、情報提供を行い、これまでの暮ら
しが続けられるよう連携することを心
がけている。また、ご家族から近況報
告を受けることもある。

日々の関わりを通して、意思を確認し
て支援するよう心がけている。本人と
の会話が難しい場合は、声かけによる
反応、表情などから真意を推し量って
確認するようにしている。終末期の方
など把握が困難な場合は、家族と相談
し、安心安全を優先している。

本人や家族などから話を伺い把握に努
めて、記録に残し本人を知る努力をし
ている。認知症介護において、昔の話
題は絶大な効果があるため、バックグ
ラウンドの調査は、最優先で行ってい
る。

目、表情、口数や発言内容、その日の
行動のすべてを総合し、ひとりひとり
の体調や気分に合わせた支援(介護)に
反映させるよう努めている。申し送
り、ミーティングなどで各職員が情報
共有もしている。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している。

毎月の会議において職員全員で意見交
換を行っている。日々の業務時間内で
は、情報共有や評価を行い、そのうえ
で家族への情報提供と相談を行ってお
り、介護計画に反映させるようにして
いる。

出来る限り、具体的な会話の内容や発
言を記録やスタッフノートへ残し、職
員間で情報共有を徹底している。介護
計画や実践に活かされており、計画立
案や見直しの参考となっている。

その日、その時の状況や本人、家族の
希望に合わせて、出来る限りの支援を
行っている。　最期まで当事業所にて
お過ごしいただきたい、をモットーに
対応している。

地域のイベント、自治会の敬老会など
に参加、またスーパーや銀行などは日
常的に利用している。近くの保育園の
園児との交流も継続している。

本人、家族が希望する場合は、入居後
も継続してかかりつけ医を受診するこ
とができる。事業所への往診医に主治
医を変更する場合は、本人、家族の意
向を伺った上で受診している。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている。

毎日バイタルチェックを行い、変化を
見逃がさないよう取り組んでいる。看
護師の訪問時には、報告や質問を行い
アドバイスを貰っている。看護師は、
介護職員のつけた記録をサマリーとし
てまとめ、利用者の健康状態が正しく
医師へ伝達されるよう努めている。

入院に際し、提携医療機関からの入院
先への情報提供と紹介状を速やかに用
意し、事業所との連携はとれている。
また、介護職員は入院時に介護サマ
リーを作成し医療機関へ提供してい
る。定期的な見舞いにより、入院時の
状態変化を把握しこちらで対応可能な
場合は、早い段階で退院できるようア
プローチしている。

ご家族に対し、本人の状態変化を随時
報告し、その都度、意向の確認を行っ
ている。また、事業所で対応できるこ
とできないこともご説明させていただ
いている。看とりの希望がある場合
は、現場職員にも意思確認を取り、今
後の介護への自覚を持つよう促してい
る。医療関係者とも連携している

AEDを設置し、看護師より講習を受けて
訓練している。応急手当等すべての職
員に定期的には行えていない。

定期的に消防隊員の指導のもと、避難
訓練を行っている。運営推進会議にお
いては、ご家族へ協力を呼び掛けたり
している。新規にウォーターサーバー
を設置し飲料水を確保している。ま
た、備蓄品も少しずつ確保するよう努
めている。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている。

どうしましょうかと問い、まずは、本
人の意向を確認したり、自分で決めら
れるような言葉かけをしている。ま
た、援助が必要な方には、本人の気持
ちを大切に考えて、さりげないケアを
行っている。配慮をしているが、出来
ていない面もある。

選択肢を提示して希望を出しやすくし
たり、メモに書いて理解を促したり工
夫している。また、認知症による混乱
等により、意思、欲求、希望が上手く
表現できなくても、その根底にある本
質を汲み取るよう関わることを努めて
いる。

ひとりひとりのペースや体調等に合わ
せて、出来る限り希望に沿って支援し
ている。しかし、職員体制(人数)によ
り、希望に添えない場合もある。行事
や外出などスタッフ主導で実施する場
合もある。

本人の持ち物の範囲内で、個々に自由
な装いをしていただいている。季節に
合わせて、衣替えなども一緒に行った
りしている。近隣の美容院を利用し、
お好みの髪型にされるなど、希望を伺
いながら支援している。

食べたいものを伺ってメニューを決
め、一緒に買い物をし、調理、盛り付
け、配膳、片付けと一連の動きに関
わっている。毎食違うメニューで手作
りすることで入居者の食べたいものが
介在しやすくなっているが、限られた
入居者にしか支援出来ていないかもし
れない。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている。

献立、摂取量の記録、その時に応じた
食事形態への配慮、水分量の記録をつ
け、ひとりひとりの状態を把握してい
る。また、医師看護師の指導のもと
で、個別に応じて、減塩食、糖尿食、
とろみ食など手を加え提供している。

毎食後は行えていないが、個々の状態
に合わせて、本人の力に応じた支援を
行っている。また、希望者を対象に入
居者の歯科往診を週1回取り入れてい
る。

個々の力に合わせてトイレに行きたい
時に行けるよう支援している。入居者
の様子から敏感に察知し、身体機能に
応じて、支援している。また、チェッ
ク表を使用し、個々の排泄パターンを
把握し、誘導することにより、トイレ
での排泄が出来るようにしている。

水分摂取を促し、食物繊維のあるもの
を食事に取り入れる場合もある。出来
るだけ排泄の状態を確認し、個々のパ
ターンを把握するようにしている。医
療との連携による下剤の処方や調整も
行っている。運動を取り入れることが
できていない。

本人の希望、タイミングに合わせる努
力をしている。個々の状態により、介
護、支援、自立で入浴していただいて
いる。一方で、入浴したくない方(入っ
たと思われている方)への支援は工夫が
必要であり、その時々の状況に合わせ
て支援を実施している。快適に入浴で
きるよう掃除にも配慮している。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援してい
る。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している。

出来る限り、日中の活動に促し、昼夜
逆転にならないよう支援している。昼
寝を取り入れるなど、個々のその日の
体調、表情、希望を考慮して休んでい
ただくこともある。状況によっては、
医療と連携も行っている。室温や光の
配慮にも努めている。

薬情報をファイルし、いつでも確認で
きるようにしてある。服薬時は、名前
の確認を行い、手渡し後も確実に内服
したか見守り、空袋、シートの回収を
している。処方変更時は、日誌、個別
ファイル等に記載し、変化を把握でき
るよう周知している。

掃除、洗濯、食事づくり、縫い物な
ど、個々に出来そうなことに取り組ん
でいただくようにしている。

ご要望に応じて外食に出かけることが
ある。日常の買い物や散歩に留まり、
遠方への外出は、現状の職員数では難
しい。バスを利用して近所のお祭りな
どへ一部利用者が外出している。

個々の状態に応じての支援となるが、
家族と相談の元、少額を財布で自己管
理していただき、買い物の時に自身で
会計し購入されている方もいる。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している。

本人から要望があれば、家族などに電
話できる。また、ご家族からの電話を
取り次ぎ、ゆっくり話していただける
ように配慮している。手紙はお渡しす
るようにしているが、返信までの支援
ができていない場合もある。

季節の装飾品を飾ったり、花を活けた
りしているが、不安にさせないよう、
工夫が必要と感じている。また、出来
るだけ入居者にあった物品を置くよう
にしている。特にトイレは男女共用の
ため、気持ちよく使用できるよう心掛
けている。

皆が一堂に会するリビングと玄関前に
一人掛け、二人掛けのソファを配置、
和室も開放している。入居者の状態変
化や希望に応じて、席替えや模様替え
をすることもある。公の空間ばかりで
なく、独りになれるよう、スタッフが
配慮することもある。

入居者の馴染みの家具、小物、写真な
どを飾られたりして、持ち込まれてい
る。個々の状態に応じて、お一人でい
て危険ではないか、混乱せずに安心し
て過ごせるか、御家族と相談しながら
配慮をしている。

建物の構造上、危険と思われる箇所は
あるが、職員間で話し合い、個々に合
うよう環境整備に努めている。視覚的
な案内表示やバリアフリー機能といっ
たものは、最低限にしか設置せず、本
人の持っている力を引き出せるように
している。
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